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400年の伝統を、文化・観光・生業の連携で次の世代へ

状況を把握

後継者不在と生計の不安定さが
継承を阻む

→
質問する

生計・後継者・教育・観光活用
を確認

→
市の答え

関係者で連携し後継者・生計対
策を検討

→
次を確認

後継者確保と生計安定の実績を
確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

鵜匠・棹差しの後継者が不在で、鵜飼だ
けでは通年の生計を立てにくい状況が伝
統継承を難しくしています。

質問

教育での継承、生計の安定、後継者確保、
屋形船や多言語動画を含む観光活用を質
問しました。

市の答え

文化財・観光の関係者で課題を共有し、
後継者確保と生計対策、地域おこし協力
隊の活用を検討すると答えました。

最重要の到達点 鵜飼を保存するだけでなく、担い手が生活でき、次の世代へ技術を継承できる仕組みをつくること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

市の方針 文化財の保存と観光活用を関係者で連携して進める

必要な接続 鵜匠・棹差し、保存会、観光協会、旅館組合、教育との連携

未定・課題 用具新調等への補助はあるが、生計を支える継続的な支援策は未確立

今後の確認 協力隊の採用・定着、後継者確保、生計安定の実績を確認

議事にある具体事項 県の用具新調等への補助あり／屋形船利用減少／多言語動画等による観光活用／地域おこし協力隊の活用を検討

※ここまでが令和6年12月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和6年12月定例会／日田市「文化財保存活用地域計画」「令和8年度地域おこし協力隊員募集
要項」（2026年9月確認）
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その後の進捗

2024年12月の一般質問後に確認できる制度・事業の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

文化財計画を策定 国の審査中だった日田市文化財保存活用地域計画が策定され、計画期間は令和7年度
から令和17年度です。

鵜飼を計画に位置付け 鵜飼は日田市を代表する文化財の一つとして位置付けられ、保存と活用を地域全体で
進める方針が示されました。

協力隊を実際に募集 令和8年度に「日田の鵜飼」を中心とした隈エリアの魅力発信・地域力向上を担う地
域おこし協力隊を募集しました。

結果は今後確認 鵜の管理、鵜飼参加、普及啓発、関係団体との連携等が活動内容です。採用・定着や
後継者確保は今後の確認事項です。

出典：日田市議会 令和6年12月定例会／日田市「文化財保存活用地域計画」「令和8年度地域おこし協力隊員募集要項」（2026年9月確認）


